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Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

図面番号
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縮尺
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工事箇所

路線名等
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　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事
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平面図

S=1:2 50

施工延長　L=31.9m



実施設計図面

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

L=105.40m

補強鋼板溶接(2)
L=38.10m

補強鋼板溶接(3)
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1,456
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計画水深　-4.00m
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舗装工
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　補強鋼板溶接(1)-
補強鋼板溶接(2)

L=20.00m
補強鋼板溶接(2)

L=40.00m
補強鋼板溶接(3)

L=20.00m

V型防舷材更新　H200-2000L,N=24基

開口部鋼板溶接

NO.14+4.6付近

原 地 盤 高

4,9004,800

エプロン舗装更新　L=10.00m

上部工一部取壊し(1)-上部工復旧工(1)

1,800

連続設置型車止め(既設)　一時撤去-再設置　L=101.52m車止め更新 H250-1500L　N=9基

22@5,000=110,000

エプロン舗装更新　L=11.08m

3@5,000=15,0004,800

V型防舷材更新　H200-2000L,N=20基　120960
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上部工一部取壊し(2)-上部工復旧工(2)上部工一部取壊し(2)-上部工復旧工(2)上部工一部取壊し(2)-上部工復旧工(2)
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Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事

施工延長　L=31.9m
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実施設計図面

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

事業者名

図面番号  3/11S=1：50

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

標準断面図

AS

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

-3.55

+0.50

-1.00

5.0%(※1)

(注記1)
海底勾配は沖洲川をはさんで対岸の物揚場前面の海底勾配の
平均値を参考に設定した推定値である。

1
5
0
0

500 4760

ペトロラタム被覆防食

鋼矢板　YSP-III型(既設) 

上部工一部取り壊し-復旧(2)

補強鋼板(L=4.70m),SM490

V型防舷材 H200-2000L(※3)

-4.05

※当該施設の安定性確保のため、余掘は床掘下端深度の最深値（-3.55)から

0.25m以内にとどめること。-3.8m以上過掘した場合は-3.8mまで埋め戻すこと。

※設計数量上は、-4.05mまでの数量を計上している。

1:3.0

床掘1:3.0

(注記3)

吸収エネルギーを有するものを選定する。

接岸エネルギー Ef=13.0(kN.m)

防舷材は性能公差を見込んだうえで

下記の接岸エネルギーを満足する

NO.11付近

S=1：50

標準断面図

アルミ合金陽極　3.0A 50年耐用型

Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事

2000 2000

4000
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GH=2.745

NO.11+8.1

FH=
GH=2.791

NO.12

AS

FH=
GH=2.798

NO.13

FH=
GH=2.782

NO.14

5.0%(※1)

5.0%(※1)

5.0%(※1)

5.0%(※1)

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40
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アルミ合金陽極　2.5A 50年耐用型

アルミ合金陽極　2.5A 50年耐用型

アルミ合金陽極　2.5A 50年耐用型

アルミ合金陽極　2.5A 50年耐用型

ペトロラタム被覆防食　 ペトロラタム被覆防食　

ペトロラタム被覆防食　 ペトロラタム被覆防食　

鋼矢板　YSP-III型(既設) 鋼矢板　YSP-III型(既設)

鋼矢板　YSP-III型(既設)鋼矢板　YSP-III型(既設)

補強鋼板(L=4.70m),SM490　 補強鋼板(L=4.70m),SM490　

補強鋼板(L=4.70m),SM490　 補強鋼板(L=4.70m),SM490　

上部工一部取り壊し-復旧(2) 

上部工一部取り壊し-復旧(2) 

▽+2.85

▽+2.84

上部工一部取り壊し-復旧(2) 

上部工一部取り壊し-復旧(2) 

▽+2.87

4731

床掘

-4.05

2000

1:3.0 -3.55
1:3.0

2000

床掘

-4.05

2000

1:3.0 -3.55
1:3.0

2000

床掘

-4.05

2000

1:3.0 -3.55
1:3.0

2000

床掘

-4.05

2000

1:3.0 -3.55
1:3.0

2000

S=1:100

(注記2)
Co舗装の路盤は既設を用いることを基本とし、
路盤材が不足する場合は補足材を投入する。

(注記1)
海底勾配は沖洲川をはさんで対岸の物揚場前面の海底勾配の
平均値を参考に設定した推定値である。

(注記3)

NO.14+6.4付近で舗装撤去後、背後土砂が吸出しを受けて
減少している場合は、不足分の土砂を投入する。

横断面図

徳島市南沖洲5丁目

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

図面番号

事業者名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名
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横 断 面 図 ( 3 )

S= 1 :1 0 0

m24.62床掘 純土量

底面余掘

法面余掘

1.00

2.08

m2

m2

m24.66床掘 純土量

底面余掘

法面余掘

1.00

2.09

m2

m2

m23.37床掘 純土量

底面余掘

法面余掘

1.00

1.64

m2

m2

m23.65床掘 純土量

底面余掘

法面余掘

1.00

1.74

m2

m2

※当該施設の安定性確保のため、余掘は床掘下端深度の最深値（-3.55)から

0.25m以内にとどめること。-3.8m以上過掘した場合は-3.8mまで埋め戻すこと。

※設計数量上は、-4.05mまでの数量を計上している。

※当該施設の安定性確保のため、余掘は床掘下端深度の最深値（-3.55)から

0.25m以内にとどめること。-3.8m以上過掘した場合は-3.8mまで埋め戻すこと。

※設計数量上は、-4.05mまでの数量を計上している。

※当該施設の安定性確保のため、余掘は床掘下端深度の最深値（-3.55)から

0.25m以内にとどめること。-3.8m以上過掘した場合は-3.8mまで埋め戻すこと。

※設計数量上は、-4.05mまでの数量を計上している。

※当該施設の安定性確保のため、余掘は床掘下端深度の最深値（-3.55)から

0.25m以内にとどめること。-3.8m以上過掘した場合は-3.8mまで埋め戻すこと。

※設計数量上は、-4.05mまでの数量を計上している。

Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事



平面図 S=1:500

IP.1

IP.2+8.00

H=2.791

H=2.638

徳島県沖洲上屋第1号

徳
島
港
湾
荷
役
(株

)

倉　庫

2.75 2.75

(2.22)

2.69

(2.34)

2.81

(2.32)
2.66

2.73

(2.15)

2.72

2.62

2.68

(2.17)

2.64

(2.15)

2.69

2.63

(2.17)

2.69
2.70

2.71

(2.07)
2.65

(2.10)

2.64

2.74

(2.14)

2.66

2.76

2.78

2.74

2.65

(2.16)

3.00

2.61

2.85

2.993.04

2.69

AS

AS

AS

AS

AS
AS

KBM.1

KSO-1

大堤(二)7R15

ヒガシバリ20W7 大堤(二)

ヒガシバリ26S6W10

ヒガシバリ20W5X

T-4-1

T-3

T-3-1

T-4

T-1-1

T-1

T-5
T-8

K.BM.2

3.068

2.720

2.961

2.752

2.952

2.941

2.766

2.799

2.850

KT-22

KT-21

KT-19

KT-18

KT-20

KT-14

ホッパー

バス-コンテナ

自動販売機

自動販売機

量水器

看板

コンテナ

変電設備

防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防

防

防

防

防
防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防舷材撤去 N=43基

車止め撤去 L=15.30m
1500L*10基=15.0m
 300L* 1基= 0.30m

防

防

防

防

防

防

上部工一部取壊し(2)　L=101.90m

上部工一部取壊し(2)　L=38.10m

上部工一部取壊し(1) L=120.10m

上部工一部取壊し(2)　L=20.00m

V型防舷材

H200*L2000

既設防舷材

S=1：50

ゴムくず重量
60kg/m*2m*49基=5880kg

注1）平均取壊し幅の考え方は
　　下図の通り。

注）長さ当り重量を60kg/mと想定した。

S=1：20

注3)取壊し部分の配筋は切断撤去する。

注2）溶接された既設配筋を除去し、

電動工具等で既設矢板表面を平滑化する。

溶接長は想定である。

1箇所当りケレン幅は0.1mと想定する。

上部工一部取壊し(2)

徳島市中央卸売市場
水産物荷受所

物置

浄

物置

事務所大堤（二）7R12R1
ヒガシバリ20W4ヒガシバリ20W5

大堤（二）7R13R1

大堤（二）7R10R2
ヒガシバリ20W3

2.66

2.80

2.70

2.83

2.71

2.75

2.72

2.91

2.72

2.70

2.66

2.81

2.70

2.93
(2.52)

3.08

3.05

2.97

2.86

2.79

2.81

2.97

3.16

2.98

3.12

2.97

2.87

2.78

2.87

2.80

2.79

2.87

2.95

2.71

4.21

4.21

3.64

2.95

2.78

2.94

2.63

2.63

2.66

2.90

3.70

3.69

3.67

3.71 3.71
2.92

(2.53)

2.92
(2.60)

3.02

2.97
(2.64)

2.96
(2.55)

3.02

(2.57)

2.98
(2.57)

物置

浄

物置

：既設防舷材位置
凡例

：舗装版取壊し
　施工面積 A=92.2m2

防

S=図示

構造物撤去工詳細図

徳島市南沖洲5丁目

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

図面番号

事業者名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等

工事名
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構造物撤去工詳細図

S=図示

＜海側＞

凸面 凸面

凹面

＜陸側＞

矢板中心線

矢
板

表
面

均
し

(
※

2
)

平
均

取
壊

し
幅

4
0
0

平均取壊し幅(※1)

2
0
0

400

7
0
0

既設上部工配筋(※3)

コンクリート切断(※4)　+1.20

既設防舷材撤去工

上部工一部取壊し(2)

Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事

施工延長　L=31.9m



実施設計図面

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

補強鋼板溶接工詳細図
S=1：10
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▽-3.55
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水中溶接

水中溶接
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り

欠
き

部
切

り
欠

き
部
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°

1

2

（注記）鋼板は、1部と2部の半割構造とする。
　　　　鋼板の幅と現地の矢板の幅が合わない場合、
　　　　2部を下方向にスライドさせて幅を鋼板の幅を詰める。
　　　　この場合のスライド量の上限値は10cm以内とする。
　　　　1部と2部は最終的に、現場突き合わせ溶接により一体化させる。

7

▽-2.00

▽-2.55

　

7

　

水中溶接

水中溶接

切
り

欠
き

部
切

り
欠

き
部

1

2

補強鋼板t=9mm,材質SM490

補強鋼板t=9mm,材質SM490 

（注記）鋼板の屈折部は、曲げ加工または

　　　　グループ溶接による角継手で仕上げのどちらでも可とする。

補強鋼板t=9mm,材質SM490

500

99
.2
°

（注記）鋼板の屈折部は、曲げ加工または

　　　　グループ溶接による角継手で仕上げのどちらでも可とする。

補強鋼板t=9mm,材質SM490
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り

欠
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部

▽-3.00

▽-3.55
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　 水中溶接

7

　 水中溶接

▽+1.15

▽+0.60

▽+1.15

補強鋼板t=9mm,材質SM490

（注記）鋼板の屈折部は、曲げ加工または
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部
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°

補強鋼板t=9mm,材質SM490

4050 40 50

1

2

7

　 水中溶接

7

　 水中溶接

補強鋼板t=9mm,材質SM490

凸面

凸面 凸面

凹面
凹面凹面

開口部鋼板溶接

　　　　グループ溶接による角継手で仕上げの

　　　　どちらでも可とする。

補強鋼板溶接(1)
補強鋼板溶接(2) 補強鋼板溶接(3)

NO14+4.6付近

50 50

▽M.S.L.+0.90 ▽M.S.L.+0.90

7

　
気中溶接

7

　
気中溶接

気
中

水
中

気
中

水
中

1組当り鋼材重量

(0.50*4.70*0.009-0.05*0.55*4*0.009)*7850/1000 =0.158t

40 4080
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1組当り鋼材重量

(0.26*2.10*0.009-0.05*0.55*4*0.009)*7850/1000 =0.03t

1組当り鋼材重量

(0.50*3.70*0.009-0.05*0.55*4*0.009)*7850/1000 =0.123t

1組当り鋼材重量

(1.22*4.70*0.009-0.05*0.55*4*0.009)*7850/1000 =0.397t
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中
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水中溶接

0

60°

水中溶接

0

60°

水中溶接

0

60°

気中溶接

0

60°

1組当り溶接延長

水中被覆アーク溶接 0.55*12＝6.60m

手動溶接 0.25*6＝1.50m

水中被覆アーク溶接(隅肉溶接)　0.55*6+0.30*6＝5.10m

水中被覆アーク溶接(突き合わせ開先V)　3.60m

1組当り溶接延長

1組当り溶接延長

手動溶接 0.25*6＝1.50m

水中被覆アーク溶接(隅肉溶接)　0.55*6+0.30*6＝5.10m

水中被覆アーク溶接(突き合わせ開先V)　2.60m

手動溶接(隅肉溶接) 0.25*6＝1.50m

手動溶接(突き合わせ開先V) 0.25m

水中被覆アーク溶接(隅肉溶接)　0.55*12＝6.60m

水中被覆アーク溶接(突き合わせ開先V)　4.46m

1組当り溶接延長
 6/11S=1：10
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徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

補強鋼板溶接工詳細図

Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事
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補強鋼板施工要領図
S=F.S.

バックホウ台船

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

鋼矢板　YSP-III型(既設)

鋼矢板　YSP-III型(既設)

鋼矢板　YSP-III型(既設)

鋼矢板　YSP-III型(既設)

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

L.W.L ±0.00

H.W.L +1.80

H.H.W.L +3.40

M.S.L +0.90

M.S.L +0.90

M.S.L +0.90

(注記)吊り作業はトラッククレーンを用いることを基本とするが、
建物や占有物が支障になる箇所(No.12～15付近）では
ラフテレーンクレーン等の高揚程のクレーンを用いて
支障物の上空から吊り下ろす（右上参考図参照）。

(注記)鋼板を吊る際は、矢板シャックルのような
穴を開けて吊る方法を用いず、イーグルクランプ等の
挟みこむタイプの固定治具を用いる。

トラッククレーン

M.S.L +0.90

1バックホウ台船により、矢板前面を床掘

(注記)床掘下端深度は各横断面図を確認のこと。

2仮設足場を設置し、防舷材を撤去したのち、上部工の一部を取り壊す

3補強鋼板を溶接

4上部工復旧および防舷材の設置

(注記）仮設足場の形状によっては、

次工程の鋼板溶接作業時に支障となる可能性があるため、

仮設足場は張出式の仮設足場を想定している。

なお、本図は通常の単管足場の採用を妨げるものではない。

(注)

作業半径R=6m(フック揚程6.5m)
(4tトラッククレーンの場合)

正面図

ラフテレーンクレーンを用いる場合＜参考図＞

N
o
.
1
3
+
2
.
5
付

近

N
o
.
1
3
+
1
9
.
0
付

近

吊重量：鋼板約166kg(最大)

　　　　+4tフック60kg= 226kg ⇒0.3t

潜水作業用仮設足場 

仮設足場

補強鋼板(L=4.70m),SM490　

潜水士

上部工一部取壊し

補強鋼板(L=4.70m),SM490　

上部工復旧工(2) 

補強鋼板(L=4.70m),SM490　

114 37

3000

5
m 8
m4
0
°

作業半径R=28.0m

16.6m

製氷機荷受所屋根張り出し部

▽M.L.W.L+0.45 ▽M.L.W.L+0.45

+0.90

▽M.L.W.L+0.45

1.アンカー筋・配筋設置 3.無収縮モルタルを充填

+1.20

2.+1.00まで
　コンクリート打上げ

グラウトポンプ

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

図面番号

事業者名

縮尺

図面名

工事箇所

路線名等
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7/11図示

1:3.0
床掘

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

補強鋼板施工要領図

実施設計図面

Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事

2000



上部工復旧工及び付帯工詳細図

実施設計図面

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

防舷材構造図＜参考図＞

断面図

S=1:25

上部工復旧工(2)

S=1：20

S=図示

削孔部詳細図　

S=1:5

(注記)

吸収エネルギーを有するものを選定する。

接岸エネルギー Ef=13.0(kN.m)

L=400mm

(注記)

配筋は上部工復旧工(2)配筋図を参照のこと。

防舷材は性能公差を見込んだうえで

下記の接岸エネルギーを満足する

▽+0.50▽M.L.W.L+0.45

▽H.W.L.+1.80
400

アンカー筋 D13@250

無収縮モルタル充填　速硬型 

4
0
0

3
0
0

100

締付トルク 700N-m（T系列）

M30 アンカーボルト 

穿孔 φ16*100mm

アンカー筋(D13)

樹脂カプセル

穿
孔

径

100

95

1
6

2
1
0
0

1
0
0

1
0
0
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上部工復旧工及び付帯工詳細図

Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事



上部工復旧工(2)配筋図

実施設計図面

徳島小松島港（沖洲地区）

徳島市南沖洲5丁目

A-A断面図
B-B断面図

C-C断面図

鉄筋加工図

A 1 3-D13*10000

A 2 41-D13*500

A 3 41-D13*690

A 1
D13

5
0
0

A 1 D13

A 2 D13

A

A

B B

＜海側＞

＜陸側＞

A 3 D13

B

B

166～412
(平均長288)

(注記)鉄筋と鋼板との溶接個所が鋼板の角部と一致し、
溶接が困難な場合は、該当箇所に限り
50mmを上限に延長方向の配筋ピッチをずらしてもよい。
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鉄筋数量表

種別

A1

A2

A3

径

D13

D13

D13

長さ

(mm)

1000

500

690

本数

3

41

41

単位質量

(kg/m)

0.995

0.995

0.995

1本当たり質量

(kg/本)

9.950

0.498

0.687

　 小計 D13

（SD345）

質量

(kg)

10.0

20.4

28.2

58.6

摘要

(平均長)

S=1：20

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

上部工復旧工(2)配筋図
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Ｒ７徳土　徳島小松島港（沖洲地区）

　徳・南沖洲５　物揚場修繕工事



平面図 S=1:500

床掘 E.L.-2.550

床掘 E.L.-3.550

IP.1

+8.00

H=2.791

H=2.638

徳
島
港
湾
荷
役
(株

)

倉　庫

2.75 2.75

(2.22)

2.69

(2.34)

2.81

(2.32)
2.66

2.73

(2.15)

2.69

2.63

(2.17)

2.69
2.70

2.71

(2.07)
2.65

(2.10)

2.64

2.74

(2.14)

2.66

2.76

2.78

2.74

2.65
(2.16)

3.00

2.61

2.85

2.993.04

2.69

AS

AS

AS

AS
AS

KBM.1

KSO-1

大堤(二)7R15

ヒガシバリ20W7 大堤(二)

ヒガシバリ26S6W10

ヒガシバリ20W5X

T-4-1

T-3-1

T-4

T-1-1

T-1

T-5
T-8

3.068

2.720

2.961

2.752

2.952

2.799

2.850

KT-21

KT-19

KT-18

KT-20

KT-14

ホッパー

バス-コンテナ

自動販売機

量水器

看板

コンテナ

変電設備

N
O
.
8

N
O
.
9

N
O
.
1
0

N
O
.
1
1

N
O
.
1
1
+
8
.
1
0

NO.11+8.10

NO.
13

NO.14

N
O.15

NO.16 NO.16+10.
00

N
O.12

N
O
.
6

N
O
.
5
+
8
.
0
0

N
O
.
7

N
O
.
7
+
1
0
.
0
0

自動販売機

2.70

3.71

N
O.17

NO.18 NO.18
+11.760

徳島市中央卸売市場
水産物荷受所

浄

物置

事務所大堤（二）7R12R1
ヒガシバリ20W4ヒガシバリ20W5

大堤（二）7R13R1

大堤（二）7R10R2
ヒガシバリ20W3

2.66

2.80
2.83

2.71

2.75

2.72

2.70
3.05

2.97

2.86

2.79

2.81

2.97

3.16

2.98

3.12

2.97

2.87

2.78

2.87

2.80

2.79

2.87

2.95

2.71

2.78
3.69

3.67

3.71
2.92

(2.53)

2.92
(2.60)

3.02

2.97
(2.64)

2.96
(2.55)

3.02

(2.57)

2.98
(2.57)

浄

物置

汚濁防止フェンス取付部詳細図

汚濁防止フェンス係留詳細図

M-16アンカーボルト

係留ロープ

M-16アイボルト

S=1:10

S=1:50

H.W.L　+1.80

L.W.L　+0.00

単独フロートφ300/カーテン♯300 H=3m

アイボルト

M-16アンカーボルト

汚濁防止フェンス

S=図示

汚濁防止膜詳細図＜参考図＞

徳島市南沖洲5丁目

徳島小松島港（沖洲地区）
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汚濁防止膜設置撤去　L=60m
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